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サブ・プロジェクト① 2007年度研究活動報告
プロジェクト・チーフ：安孫子　信
本プロジェクト全体の基本コンセプトは「異文化研究としての日本学」であ
る。本プロジェクト全体は、一方では国外（主に非英語圏）の日本研究の視点
を取り入れることにより、他方では「日本の中の異文化」（とりわけ、琉球・
沖縄の文化、蝦夷・アイヌの文化）に目を向けることにより、「自文化」をあ
えて「異文化」視するという研究姿勢・方法論を確立して、従来の日本学の
殻を破る、国際社会で別様に通用する新しい日本学、すなわち、「国際日本学」
を構築しようとするものである。
その中でサブ・プロジェクト①は、「国際日本学」の原理に関わる具体的問
題を掲げて国内外の共同研究を実現し、その中で「国際日本学」を直接、実践
的に確立していくことを課題にしている。それは、国際シンポジウム「日本学
とは何か ―ヨーロッパから見た日本研究、日本から見た日本研究―」（2005 年
12 月 1 日～ 3 日、パリ日本文化会館）から、国際研究集会「国際日本学 ―こ
とばとことばを越えるもの―」（2006 年 11 月 18 ～ 19 日、法政大学）に至る研
究実績を有しているが、2007 年度に扱われたのは「翻訳」の問題、むしろ「翻
訳不可能性」の問題であった。
このテーマの下でのサブ・プロジェクト①の一年間の研究活動は、2007 年
11 月 22 日（木）～ 24 日（土）に、フランス、コルマール近郊のキーンツハ
イムのアルザス欧州日本学研究所［CEEJA］で開かれた、「翻訳の不可能性を
めぐって」と題する国際日本学シンポジウムに集約される。本シンポジウムは
まずはそれの共催の形態からしてすぐれて「国際日本学」の実践であった。す
なわち本シンポジウムの共催者は、法政大学国際日本学研究センタ ・ー研究所、
フランス国立科学研究学院［UMR8155］、ストラースブール・マルクブロック
大学、ボン大学近現代日本研究センター、アルザス欧州日本学研究所の 5 つの
大学・研究機関であった。
またこのシンポジウムは、その参加者からしても、国際的かつ学際的な
ものであった。3 日間のシンポジウムでは法政大学の 8 名（星野勉、相良匡
俊、安孫子信、田中優子、王敏、小口雅史、山中玲子、スティーヴン・ネル
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ソン）に加えて、フランス国立科学研究学院 2 名（Josef KYBURZ、Hartmut 
ROTERMUND）、ストラースブール大学 2 名（Christiane SEGUY、Sandra 
SCHAAL）、ボン大学 1 名（Hans-Dieter OELSCHLEGER）、フランクフル
ト大学 1 名（Christian STEINECK）、デュッセルドルフ大学 1 名（Shingo 
SHIMADA）、ベルリン自由大学 1 名（Irmela HIJIYA KIRSCHNEREIT）の
計 16 名が研究発表を行なった。参加者の専門分野は、哲学、宗教学、文学、
歴史学、文化人類学、社会学の多岐に渡る。
イタリアの哲学者クローチェも言うように、「どんな〈翻訳〉も裏切りのよ
うなものである」。優れた翻訳とは、優れた語学力に裏打ちされたものである
ことは言うまでもないが、同時にまた、翻訳不可能性に対する感覚に裏付けら
れたものでなくてはならない。国際シンポジウム「翻訳不可能性をめぐって」
は、この「翻訳不可能なもの」に迫ることによって、1）そもそも翻訳とは何か、
よい翻訳とはどのような翻訳であるか、翻訳において何が起こっているのかを
改めて問い、そこから、2）異文化理解や異文化交流のあり方を照らし返して、
3）日本学、日本研究をより開かれた場面に位置づけ直すことを課題とするも
のであった。コーディネーター役を務めた、Josef KYBURZ、Sakae GIROUX-
MURAKAMI（ストラースブール大学）、星野勉による、趣旨説明とともに本
シンポジウムは開始された。
そこでの研究発表をいくつかの類型に纏めるならば、第一の類型は、「翻訳
不可能なもの」に着目することによって、そこから、翻訳とは何か、よい翻訳
とはどのような翻訳であるか、という問題に迫るものである。この類型に属す
る研究発表としては、①道元が『正法眼蔵』において宋時代の禅の教えを翻訳（翻
案）するに際して、言語による翻訳の限界に突き当たるなかで、沈黙するので
はなく、徹底してことばを尽くし、反省と教義をめぐる論争を促すことによっ
てこそ、それを成し遂げた経緯を論じるもの（Ch・Steineck）、②女工哀史の
時代の「糸ひき歌」をフランス語に翻訳するに当たって、その律動・調子、ユ
ーモア・洒落などをどう翻訳して、その歌のイメージをどう喚起するかを論じ
るもの（S・Schaal）、③「つづれ錦」とも称される「能」のテクストをそれが
喚起する感覚的効果までも含めて翻訳するとはどういうことであり、英語での
翻訳が成立するためには排除されざるをえないものは何かを論じるもの（山中
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玲子）、④『源氏物語』の英訳と現代語訳との比較検討を通じて優れた翻訳と
はどのようなものであるかを提示し、優れた翻訳が翻訳対象言語（英語）の限
界を超えてその可能性を拡大するものであるかぎり、それは優れた学問的業績
に匹敵するものではないかと問題を投げ掛けるもの（S・Nelson）、などがあっ
た。これらの研究発表は、翻訳というものが、翻訳不可能なものの間を架橋し
ようという絶望的とも見える努力のなかで、異文化理解とあらたな文化創造を
成し遂げるものであることを示唆するものである。
第二の類型は、翻訳において何が起こっているのかを問うものである。翻訳
では「解釈」という変換機能を通じて文化転移や文化受容が行なわれるが、こ
の変換機能の根底にある「フレーム・ワーク」のずれこそが、翻訳不可能性の
原因を創りだし、誤訳と誤解を生みだすと同時に、受け入れ側の自立性を守り
もするのである。この観点から、西洋文明・文化の受容、すなわち翻訳に猛進
していった明治維新以降の日本の近代化も、改めて問題とされていった。この
第二類型の研究発表に属するものとして、①明治初期に夥しい数の哲学・科学
用語（翻訳語）を創造した西周による西洋（とりわけコント）哲学・思想の受
容と思惑について論じるもの（安孫子信）、② Religion という西洋語を「宗教」
と翻訳するにあたって認められる、明治時代の西洋文明・文化受容の問題点を
論じるもの（H・Rotermund）、③「同文同種」とも言われる、中国語から日
本語への翻訳、日本語から中国語への翻訳にまつわる諸問題について論じるも
の（王敏）、④明治初期にパリ警視庁を模範として設置された東京警視庁を取
り上げ、近代化に向けての制度の翻訳・受容に認められる問題点を論じるもの
（相良匡俊）、⑤明治初期における「ジャーナリズム」概念の受容・導入にまつ
わる諸問題を論じるもの（Ch・Seguy）、⑥翻訳不可能性の根底にあるものを
比較社会学の立場から探り当てようとするもの（S・Shimada）、⑦翻訳による
文化受容において示される独自の解釈のうちに働くヴェクトルを日本文化の偏
向と自立性という観点から探り当てようとするもの（星野勉）、⑧翻訳不可能
性や日本文化・社会の特殊性の主張すること自体のイデオロギー性を文化人類
学の立場から論じるもの（H-D・Oelschleger）、などがあった。
さらに、それ以外の研究発表として、①翻訳不可能性の根底に時間空間感覚
の差異があることを認めながらも、天皇を中心とする明治以降の国家体制が「創
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られた伝統」に基づくものであることを論じるもの（J・Kybruz）、②なぜ天
皇制が西洋的価値観から見て理解しがたいものであるかを論じるもの（小口雅
史）、③日本において翻訳が先進文化受容という「一方通行」の手段であった
とすれば、文化発信という観点から日本文学などの翻訳の意味や戦略の問題な
どについて論じるもの（I・Hijiya Kirschenereit）、④連歌・連句の翻訳の分析
から近世文学における主語の不在と近世文化における連に着目し、そこから日
本文化の可能性を論じるもの（田中優子）、などがあった。
このような諸発表とそれをめぐる議論を通じて、翻訳の不可能性、さらに広
く翻訳ということは、それを一つの問題として一律に論ずること自体が困難で
あること、翻訳が結ぶ文化間の距離（文化的関係の濃淡）によっても、あるい
は、何を誰のために翻訳するのかという目的によっても、その意味は劇的に異
なってくることが指摘され、翻訳の問題は、一般論としてよりも、具体的なケ
ースに即して考察されるべきではないかという指摘がなされていった。そうし
たことから、日本文化に起こったこととしての翻訳の固有の問題とは何かが改
めて問われ、議論を通じて、日本文化のもつ制約と可能性とがさらにともども
に浮き彫りにされていった。整理考究すべき問題もなお数多く残っていること
は否めないが、このシンポジムが、引いては、それを軸としたサブ・プロジェ
クト①の 2007 年度の活動が、「国際日本学」の可能性を強く確信させるもので
あったことは事実なのである。
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サブ・プロジェクト② 2007年度研究活動報告
プロジェクト・チーフ：王　　敏
１．	サブ・プロジェクト②の研究目的
本研究の基本コンセプトは次の二つである。
一つは、外国の日本学研究者（＝他者）の視点を取り入れて、日本文化をよ
り客観的に理解、研究するための「ジャパン・テクノロジー（日本学）」の構
築である。内向きの閉鎖的な研究姿勢と希薄な方法論という、人文科学研究の
旧弊を打破するには、内外の補完という不可欠の方法論によって、国際的・学
際的な共同研究のあるべきモデルを提示する。
もう一つは、他者の視点による「異文化」という観点から日本文化を再発見・
再発掘し、日本文化研究に新局面を切り拓くことにある。日本文化は、中国、
朝鮮などの東アジア地域文化、近代以降は欧米を中心にした「異文化」の影響
を直接・間接に受けながら形成された混成文化というところに特性があると思
われる。一方、それを成す普遍性と地域性の有機構成は地球化の加速に一定の啓
発に与えるものがあると考えられる。それを論理的に提示するよう努めたい。
また、日本は南北に長く、東西に広い島国であり、周辺の異文化が流入しや
すい海洋国である。このために琉球と東北・北海道の両端を比べればひとつの
日本文化としてひとくくりすることが不適なところがある。日本文化が均一で
同質的な「ひとつの文化」ではなく、多元的な異文化の「いくつもの文化」構
造であることの解明を目ざしている。
２．	サブ・プロジェクト②の研究課題と地域
上記の研究目的に沿って同研究プロジェクトのサブ・プロジェクト②は東ア
ジア地域における日本研究を研究対象に「日本文化への問いかけとその解題」
を課題にし、同課題をめぐる研究活動を進めている。同研究の成果を確実にす
るために、三年企画を立てている。さらに各年度の研究課題を次のように設定
してある。
2007 年度  日本文化への問いかけ及びその解題…その１ 「外（東アジア）」
の視点
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2008 年度  日本文化への問いかけ及びその解題…その２ 「内（日本）」の視点
2009 年度  日本文化への問いかけ及びその解題…その３ 「研究メンバー（推
進委員を中心に）」の視点
３．	実施状況について
2007 年度の課題・「外」の視点にあたって主に以下の活動をしてきた。
（1） 2007 年 10 月に中国社会科学院日本研究所、北京日本学研究センターとの
共催により、〈日本文化への問いかけ及びその解題〉ワークショップを北
京で開催した。
（2） 中国主要大学、研究機関の協力を受け、中国の若手日本研究者及び日本
文化専攻の院生を対象に、「日本文化への問いかけ」について事例調査を
行った。調査結果を回収、整理、分析した上で調査集計結果を作成した。
同類の調査はこれまでにまだ少なかったという。
（3） 東アジア研究ネットワークづくりを続けている。
（4） 国内外の気鋭の研究者を講師に月に一回、2006 年度から引き続き、日中
文化研究会を開催、10 月からは地域を拡大して東アジア文化研究会に衣
替えして、計 11 回に開催した。
【2007 年度中の東アジア文化研究会その他開催一覧】（開催 2 年目・敬称略）
▽ 第 11 回日中文化研究会「対訳コーパスと多文化比較研究――言語と翻訳の
研究例」（2007.4.25）報告者・曹大峰（北京日本学研究中心教授）
▽ 第 12 回日中文化研究会「中国における日本研究の展開――日中関係との関
連で」（2007.6.20）報告者・李廷江（中央大学法学部教授）
▽ 加藤周一講演会「日本文化再訪－多文化主義について」（2007.7.9）
▽ 第 13 回日中文化研究会「日中高校生の生活意識」（2007.7.25）　報告者・千
石保（財団法人 日本青少年研究所所長）
▽ 第 14 回日中文化研究会「芥川龍之介の『支那遊記』論――章炳麟とのギャッ
プを中心に」（2007.8.8）　報告者・魏大海（中国社会科学院外国文学研究所教授）
▽ 第 15 回日中文化研究会「漢文明と日本――日中の違い」（2007.9.19）　報告者・
光田明正（桜美林大学孔子学院院長）
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▽ 外国人客員研究員研究会（2007.9.7）
・ 楊偉（法政大学国際日本学研究所外国人客員研究員・四川外語学院日本学研
究所教授）「中国における「惜別」の受容から中日文化を見る」
・ 霍建崗（法政大学国際日本学研究所外国人客員研究員・中国現代国際研究院
日本研究所助理研究員）「共同体の視点から日中の政治を見る」
▽ 第 1 回東アジア文化研究会「国際江戸学と江戸アジア学」（2007.10.26）　報
告者・田中優子（法政大学社会学部教授および国際日本学インスティテュー
ト教授）
▽ 第 2 回東アジア文化研究会「日本華僑社会における伝統文化の再構築と地元
との関係」（2007.11.14）　報告者・曽士才（法政大学国際文化学部教授）
▽ 第 3 回東アジア文化研究会「高校生が第２外国語を学ぶ意味（韓国語を中心
として）――高校生の視野の拡大と文化理解」（2007.12.12）　報告者・武井
一（東京都立日比谷高等学校）
▽ 第４回東アジア文化研究会「台湾における日本文学の受容と研究の現状」
（2008.1.25）　報告者・李文茹（台湾慈済大学）
2008 年度の研究課題・「内」の視点に向けての取り組みとして、以下の活動
を主にしている。
（1） 韓国における日本研究を中心に研究叢書の作成に励んでいる。
（2） 東アジア文化研究会を月に一度の開催を継続し、2007 年度の事例調査を
研究の参考資料に、国内の専門家の論評を賜り、研究の広がりと深まり
を求めている。
2009 年度の課題は同研究プロジェクトの研究分担者の視点を論文集の形で
まとめて報告する予定である。
４．	発表刊行物
（1）研究成果に関する刊行物一覧
【法政大学の「国際日本学研究」として配布している刊行物】
① 『相互理解としての日本研究――日中比較の新展開』（法政大学国際日本学研
究所、2007 年）
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② 『国際日本学』第 4 号（法政大学国際日本学研究所、2007 年 3 月）
③ 『国際日本学』第 5 号（法政大学国際日本学研究所、2007 年 4 月）
④ 『日本文化への問いかけ――事例調査及び調査集計結果』（未公開・2007 年 4 月）
【市販になった刊行物】
『日中文化の交差点』（三和書籍、2007 年 4 月）
（2）同研究の成果を中心に学ぶ中国政府派遣若手研究者 2 名を受け入れた。
2 名とも日本政府 ODA 支援金の利用者（中国社会科学院日本研究所と海南島
大学から派遣）である。受け入れ期間は 2007 年 3 月から 2007 年 10 月までで
あったが、うち 1 名（中国社会科学院日本研究所）は「戦後日本の平和思想」
というテーマを認められて日本国際交流基金の日本学フェロー基金の支援を受
けて、さらに研究の１年間延長が決まった。
５．	今後の課題（前述した「日本文化への問いかけ」に関する事例調査の結
果を参考に）
（1）双方向の「克服」と「開放」を目指して
恐らく、どの文化にも「内向き」に陥りやすい一面があろうかと思われる。
それはグローバル化と相克する。国際化とも逆ベクトルの関係である。国際日
本学研究に携わるものは内向き思考の克服を心がけるべきであろう。内外の研
究者同士の双方向、多方向の協力によって、謙虚に学びあう知的ネットワーク
づくりに今後も力を入れなければならない。
国際的に日本学研究の性格から考えれば、研究における「縄張り」姿勢をな
くすべきであろう。「縦割り」型対人関係や「ムラ」のありかたはしばしば他
分野の研究者や外国人への排除姿勢として受けとめられるときもある。外から
見れば、「異文化」という構図の中で双方向の自己改革が望まれる。
外国人研究者の参与によって、テーマが広がり、日本研究の進化も期待され
る。内外の研究体制にとっては刺激になり、歓迎すべきことであろう。国際競
争力を持つ開かれた研究体制が求められていると思われる。
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（2）等身大の文化観の樹立を
一般論として、自国の文化を知ることを通して誇りを抱く。自国の文化を誇
れる心情を持つことによって他国の人々の文化観を図れば、「等身大」という
言葉の極意がわかってくるはずである。しかし、文化の違いによって、違うも
のへの排除感覚が無意識に誤作動してしまうことが往々にある。等身大の姿勢
が日常化になりにくい面がある。総じて、日中の間には、自国文化を知ること
が異文化を知る基礎であるという認識が薄いように思われる。特に戦後の日本
は西欧を基準にしてきたから、日本研究も西洋基準の研究に熱を上げるように
思われる。「洋才」はあくまでも「漢才」と並んでいて、「和魂」の両輪である
ことを再認識していただきたい。バランスのとれた等身大の文化観を持つこと
ができれば、日本文化を異文化圏の人々に理解されるように説明できるはずで
ある。日本文化の国際性を進化させるために、この基本的な問題意識を一層強
く持つものと期待している。
（3）多様な方法論の探求
国際的日本学研究の本質に迫るには多分野の方法論に学ぶことが必要と考え
られる。例えば、「参与手法」が文化人類学におけるフィールドワークである。
大衆の中で広がっている愛憎のアンビヴァレンスの感情が錯綜する日本観の研
究を分析するにあたって、体験的、総合的考察に有効であると思われる。多分
野にわたる細分化研究の「有機関連」を踏まえた上での究明が比較文化研究に
繋がっていくのが自然の流れである。さらにこの流れは国際日本学研究のめざ
す目的に向かい、グローバル化の社会が要求する研究者の使命へ撥ね返るもの
である。
また、比較文化の視点を持てば、教条的な「同文同種」の感覚を払拭し、理
性的に見詰め合う姿勢が樹立されるのである。そこから、学術交流の地平線が
広がり、相互理解としての日本文化研究がより一層発展していくことが考えら
れよう。そのために日中文化の同一性を大切にする同時に、地域性への認識を
持つことの必要性を改めて強調しておきたい。
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（4）アジア観の再考と平和発信の日本文化
敗戦後の日本が戦争への反省を視野に入れた文化大国への建設に奮い立った
が、いつの間にか「文化」が置き去りにされ、経済を優先した経済大国になっ
てしまった。その後、「失われた 10 年」が続き、基軸を見失う状況が続いてい
る。このときこそ、日本の外を見回してみれば新しい発見に気づかされるので
あろう。日本発信の生活文化、大衆文化が世界に歓迎されている。そこにはソ
フトパワーが見え隠れしている。それを外国では活用している。日本にとって
はそれこそ忘れられたかつての「文化大国」を象徴するポイントではないか。
特に戦争の被害地域のアジアで広がっている日本文化ブームが鑑となり、日
本の平和発信の可能性を考えさせてくれている。平和発信の希望として理解さ
れてもよかろう。相互理解には、双方向の冷静な等身大の文化観が欠かせない。
ただし、日本におけるアジア観が要調整と思われる。西欧中心主義の見直し
と並行してアジア的機軸の再構築が試みられていく必要がある。今こそアジア
認識を再考すべき機会として真剣に取り組まれるよう願うものである。
以上が 2007 年度におけるサブ・プロジェクト②の研究報告である。「日本文
化への問いかけと解題」を模索する発展途上に終始したものである。これまで
の研究活動を支援していただいた多くの方々に感謝する。
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サブ・プロジェクト③ 2007年度研究活動報告
プロジェクト・チーフ：ヨーゼフ・クライナー
本第 3 サブプロジェクト「日本の中の異文化」では、先ず、テーマの、より
具体化した定義について議論を交わした。日本固有の基礎文化の形成期として
考えられている弥生時代あるいは古代大和国家に始まる日本高文明以来、現在
にいたるまでの 1500 年ないし 2000 年の間、各時代ごとにまたは地域別に数多
いそれぞれ異なった「異文化」が日本の中で存在したことで、それを全部包括
的に考慮、分析することは不可能なので、一応時代は古代から中世への転換期
（平安後期から鎌倉始めにいたる 10/11 世紀から 12/13 世紀頃の期間）を取り
上げることに意見が一致した。この約 300 年の間にいわゆる「日本文化」は、
律令国家の南北の辺境地域で、それぞれまたちょうどその同じ時代に自らの固
有文化の形成過程に入ったばかりの異民族・文化（北ではエミシ等からアイヌ
に変わるプロセス、南ではグスク時代から古代琉球国家への転換）と出会って、
接触したのみならず、両文化、すなわち北ではヤマト文化とエミシ / アイヌ文
化、南ではヤマトと琉球文化が、様々なかたちで互いに影響しあってまたこの
過程を通じて互いのアイデンティティーを認識し、始まった。
なお、この歴史的なプロセスをよりよく理解できるために、それぞれの地域
で最近十年間行われた、ないし現在もまた続けられている、学会の注目を浴び
ている発掘の責任者を発表していただいて、結果分析と解訳についてともに討
論する形で研究を開き、できることであれば発掘現場と文化交流を示している
発掘品も研学し、又その時普通自分の活躍している地方しか見ていない発掘担
当者を他の地域の発掘も見てもらうことで、それぞれの辺境地域の特異性ある
いは共通性について意見交換して頂く方針である。
第一回目の研究会は、平成 19 年 9 月 3 日、東京、法政大学市ヶ谷キャンパ
スで開催。上記の計画通り、「南」の報告者として沖縄県立芸術大学の安里進
教授を招いて、つい最近約十年にわたって行われた浦添ようどれ（第 2 次琉球
王統の設立者英祖王等のお墓）の発掘・複元の成果について、奄美市名瀬の奄
美博物館主任学芸員髙梨修氏から喜界島城久（グスク）地区の太宰府出先機関
あるいは官家（？）の発掘についてうかがいました。また、「北」の報告者と
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して、北海道余市町余市水産博物館館長の乾芳宏氏及び北海道埋蔵文化財セン
ター第一調査課長の越田賢一郎氏から日本海交易と密接に関わっている重要な
遺跡の報告を受けました。
第二回の研究会は、平成 20 年 2 月 20 日、21 日、22 日の三日間、奄美大島
で開催しました。初日の 20 日、奄美市名瀬の奄美博物館の設備を借りまして、
研究報告と討論を行いました。報告者は、地元から髙梨修氏と鹿児島大学埋蔵
文化財研究室の新里貴之教授と並んで、青森市と八戸市教育委員会の木村淳一
と宇部則保両氏が主に青森市の新田（にった）1・2 遺跡について報告を受け
ました。翌日は、皆で喜界島の城久遺跡はじめ、中世史とかかわりのある史遺
を見学、三日目は奄美本島の名瀬兼久（カネク）遺跡まで歩き、奄美群島のは
たした日本中世史での役割について研究を重ねた。
なお、東京での研究会で歴史学（中世史）・考古学のアプローチと平行した
かたちで、言語学の立ち場から琉球語の早期発展段階についても、琉球大学の
中本謙准教授より報告を受けた。
この二つのアプローチを中心に、二年目の研究計画を進めている。9 月半ば
には青森市で研究会、奥尻島で小規模の勉強会、そして秋には東京で言語学中
心の研究会を企画している。
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サブ・プロジェクト④ 2007年度研究活動報告
プロジェクト・チーフ：小口　雅史
「電子図書館システムの構築」
電子図書館システムについては、当年度も引き続き既存のデータベースを改
良・拡充するとともに、新規のデータベースの作成にもとりかかった。以下に
その概要をまとめる。
当研究設置サーバー aterui 上の、既存の公開済みデータベースは以下の通り
である。いずれも電子図書館関係をまとめたトップページ http://aterui.i.hosei.
ac.jp/service/ から入ることができる。
① デジタルライブラリ（国際日本学研究所・能楽研究所・沖縄文化研究所所有
資料）
・ 国際日本学研究所所有資料 48 件
・ 能楽研究所所有資料 7097 件
・ 沖縄文化研究所所有資料 56 件
各研究所の所蔵する資料類の高精度画像をアップしてある。これらは日立製
作所の電子図書館システムを利用して公開されている。
② 能楽研究所所蔵資料画像データベース［試験公開］
能楽研究所所蔵目録データベースとして、FileMaker V8.5 で作成され、それ
を aterui 上の FileMaker Server V8.5 を利用して Instant Web 公開したもの。
能楽研究所（当時）の伊海孝充氏の手によって制作された。請求番号、分類、
数量、書名（ローマ字付き）、トップ頁の画像、備考などからなる。現在 628
件がアップされている。
③ 北方史総合研究文献目録データベース
・ 北方史統合検索［試行版］
・ 古代北方史関係研究文献目録データベース
・ 中世津軽安藤氏関係研究文献目録データベース［試行版］
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・ 近世アイヌ史関係研究文献目録データベース［試行版］
・ 日本古代北方考古学関係研究文献目録データベース［岩手県分・試行版］
これらは古代～近世にかかる北方史関係の研究文献を網羅しようとするもの
で、すべて全文検索システム NAMAZU を利用して公開されている。
いずれのデータベースも日日、更新作業が続けられているが、このうち古
代北方史関係研究文献目録データベースについては本格的運用が始まってい
る（他の試行版もとくに ID と Password 等による保護はかけていないので自
由に閲覧できる）。担当者は小口雅史、当年度末の時点でデータ数は 18,522 件、
NAMAZU によって生成されたキーワード数 60,824 である。古代北方史関係研
究文献目録データベース、中世津軽安藤氏関係研究文献目録データベース、近
世アイヌ史関係研究文献目録データベースはいずれも同じデータ構造で組み立
てられていて、著者名・論文名・備考・掲載誌等・編著・巻号・別誌名等・特
集・刊行年月・出版社・所収再録書名・改題改稿・キーワード・史料・対象地
域分類・既成目録・版本データ番号・漢字注記などからなる。またそこから法
政大学 OPAC、あるいは国会図書館 NDL-OPAC での検索へのリンクボタンを
設置した。前者についてはクリックするとダイレクトに検索が実施される仕組
みになっている（後者についてはテンポラリーファイルの関係でダイレクトに
検索することはできない）。またこれら 3 つのデータベースはフォーマットを
共有しているために、それぞれ個別のデータベースを越えた串刺し検索が可能
である。それが北方史統合検索である。
また一般に研究文献よりも検索しづらいとされる発掘成果報告書類について
も綿密なデータベース化が学界より求められているが、とりあえずそれを岩手
県分について試作してみたものが日本古代北方考古学関係研究文献目録データ
ベース［岩手県分・試行版］である。データ数は 313 件、NAMAZU によって
生成されたキーワードは 3666 件で、担当者は盛岡市教育委員会の八木光則氏。
「試行版」とあるが、フォーマットとしてはこれで完成しているので、あとは
このフォーマットに他県・他市の分を順次流し込む段階にまで来ている。
④ 日本古代史関係研究文献目録データベース［試行版］
これは③のデータベース類の内、とくに・古代北方史関係研究文献目録デー
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タベース、中世津軽安藤氏関係研究文献目録データベースのデータ類を抽出し
た母体である大もとの汎用データベースの公開を模索するものである。総件数
は 17 万件弱で、かなり大規模なものであり、現在様々なかたちで試行作業を
続けている。現在は関係者によるテスト段階なので ID と Password によって
保護されていて、一般のユーザーは利用できない状態になっている。近時の公
開を目指したい。
⑤ 在ベルリン吐魯番出土漢文世俗文書総合目録
20 世紀初頭にプロイセンの探検家グリュンベーデルやル・コック等によっ
て将来され、現在、ベルリン国立図書館をはじめとしてベルリン市内の諸機
関に架蔵されている吐魯番文書の完全電子カタログ。担当者は小口雅史。場
所はベルリン、出土地は中国吐魯番、内容的には日本古代史と密接な関係を
持つもので、国際日本学の一つの重要なテーマであると考え、その完全電子
カタログをこの aterui 上で公開することになった。これまでも何度か改変を
加えてきたが、一応フォーマットはこれで落ち着くものと思われる。これも
FileMaker V8.5 で作成され、それを aterui 上の FileMaker Server V8.5 を利用
して Instant Web 公開している。データベースフォーマットの数次の改訂によ
って、飛び離れた番号をもつ文書断片の接続関係が発見されたときに、それら
をつなぐ仕組みも導入された。また全文テキストを現在流し込み中で、完成す
れば、世俗文書全体についてその内容にまで踏み込んで検索することができる
ようになり、これらの文書についての研究の飛躍的進展が期待される。
なおこれらの既存のデータベースに加え、本年度から新たに国際日本学の研
究者について、世界規模でのデータベースの作成に入った。担当者は田中優子
氏。現在、まだ基礎的な入力段階であるが、入力項目としては、氏名、現職、専門、
職歴、研究内容のキーワード、主な著作・論文、その他のプロフィール等から
なり、英語版も用意されている。次年度末には試験公開に持ち込めるものと思
われる。
その他、引き続き新しいデータベースの作成も随時呼びかけ中で、要請があ
ればそれにすぐ応じられる態勢を整えつつある。ただ電子図書館システムを搭
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載したサーバー aterui は 2003 年 3 月 18 日の導入であり、容量的にもシステム
的にも、そろそろ耐用年数をまっとうし、維持も限界に近づきつつある。その
リプレースがそろそろ視野に入ってきているといえよう。
